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島
津
寒
天
工
場
跡 

― 

歴
史
を
訪
ね
る
旅
（
１
７
） 

 

 

下
土
橋 

渡 

 

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
や
そ
こ
か
ら
そ
う
遠
く
な

い
所
の
こ
と
な
の
に
、
そ
れ
な
り
の
歳
に
な
る
ま
で

知
ら
ず
に
い
た
歴
史
や
文
化
、
史
跡
が
結
構
あ
る
の

を
た
び
た
び
実
感
し
た
も
の
で
あ
る
。『
島
津
寒
天
工

場
跡
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

著
者
が
住
む
隣
町
の
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
東

郷
町
に
は
、
約
３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
東
郷
文
弥

節
人
形
浄
瑠
璃
が
伝
承
さ
れ
て
い
て
、
定
期
公
演
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
関
連
で
、
や
は
り
同

じ
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
宮
崎
県

都
城
市
山
之
口
町
（
藩
政
時
代
は
薩
摩
藩
直
轄
地
で

あ
っ
た
）
に
あ
る
『
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
』（
人
形
の
館
）
を
訪
ね
た
の
が
２
０
１
１
年

１
２
月
の
こ
と
だ
っ
た
。 

そ
の
と
き
、
そ
の
資
料
館
の
近
く
で
『
島
津
寒
天

工
場
跡
』へ
の
道
標
の
看
板
を
見
か
け
た
の
で
あ
る
。 

 

時
間
の
都
合
で
、
後
日
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
が
、帰
宅
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、

な
ん
と
窯
の
跡
が
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
い

う
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
歴
史
・
史
跡
を
訪
ね
て
歩

け
ば
、
歴
史
・
史
跡
に
遭
遇
す
る
と
い
う
感
じ
の
『
島

津
寒
天
工
場
跡
』
と
の
出
合
い
で
あ
っ
た
。 

一
、
寒
天
に
つ
い
て 

ゼ
リ
ー
や
み
つ
ま
め
、
水
よ
う
か
ん
、
フ
ル
ー
ツ

ポ
ン
チ
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
寒
天
は
、
食
物
繊
維
を

豊
富
に
含
む
こ
と
Ｎ
Ｏ
１
と
い
わ
れ
る
食
品
で
、
食

べ
れ
ば
腹
持
ち
が
い
い
、
ほ
ぼ
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
で
無

制
限
に
食
べ
ら
れ
る
、
ほ
と
ん
ど
無
味
無
臭
な
の
で

サ
ラ
ダ
や
肉
料
理
、
味
噌
汁
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
食
べ

方
が
楽
し
め
る
、
と
い
っ
た
特
長
が
あ
り
、
今
日
、
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健
康
食
品
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。 

「
寒
天
」
は
、
テ
ン
グ
サ
（
天
草
）
や
オ
ゴ
ノ
リ

な
ど
の
海
藻
類
を
煮
溶
か
し
、
冷
し
て
固
め
た
、
い

わ
ゆ
る
ト
コ
ロ
テ
ン
を
、
さ
ら
に
凍
結
・
脱
水
し
、

乾
燥
さ
せ
て
つ
く
る
。
ト
コ
ロ
テ
ン
は
、
奈
良
時
代

に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
が
、
寒
天
は
日
本
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
食
品
で
あ
る
。 

江
戸
時
代
初
期
の
１
６
８
５
年(

貞
享
２
年)

、
京

都
伏
見
の
旅
館
『
美
濃
屋
』
の
主
人
・
美
濃
太
郎
左

衛
門
は
、
客
に
ト
コ
ロ
テ
ン
を
饗
応
し
、
残
り
を
戸

外
に
放
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
夜
で
凍
結
し
、
翌

日
見
か
け
た
時
に
は
陽
光
で
溶
け
か
か
っ
て
い
た
。

太
郎
左
衛
門
は
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
ト
コ
ロ
テ
ン

の
干
物
を
作
る
と
、
持
ち
運
び
も
便
利
で
、
前
よ
り

も
美
し
く
、
海
藻
臭
さ
が
無
い
と
評
判
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
、
寒
天
の
起
こ
り
で
あ
る
。 

天
保
年
間
（
１
９
８
０
～
１
８
４
３
年
）
に
な
る

と
、
信
州
の
行
商
人
・
小
林
粂
左
衛
門
が
諏
訪
地
方

の
農
家
の
副
業
と
し
て
寒
天
作
り
を
広
め
、
角
寒
天

（
寒
天
を
角
張
っ
た
形
状
に
し
た
も
の
、
棒
寒
天
と

も
い
う
）
と
し
て
定
着
し
た
。
現
在
で
も
、
１
２
月

中
旬
か
ら
翌
年
２
月
下
旬
頃
に
か
け
て
、
長
野
県
茅

野
市
で
天
然
角
寒
天
の
製
造
が
行
わ
れ
て
お
り
、
諏

訪
地
方
の
冬
の
風
物
詩
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。 

二
、
調
所
広
郷
と
薩
摩
藩
の
財
政
改
革 

幕
末
、
薩
摩
藩
は
１
８
０
９
年
（
文
化
６
年
）
に

島
津
斉
興
が
第
１
０
代
藩
主
に
な
っ
た
頃
、
財
政
の

窮
乏
は
そ
の
極
み
に
達
し
、
５
０
０
万
両
と
い
う
膨

大
な
借
金
を
か
か
え
る
に
至
っ
た
。
こ
の
難
局
打
開

の
た
め
の
財
政
再
建
に
着
任
し
た
の
が
調
所
広
郷

（
１
７
７
０
～
１
８
４
９
年
）で
あ
っ
た
。調
所
は
、

家
老
に
就
任
後
た
っ
た
２
年
で
藩
財
政
を
５
０
０
万

両
の
借
金
か
ら
２
５
０
万
両
の
蓄
え
が
出
来
る
ま
で

に
回
復
さ
せ
た
。 

調
所
の
再
建
策
は
、
琉
球
を
通
じ
た
清
と
の
密
貿
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易
、
専
売
制
に
よ
る
大
島
・
徳
之
島
の
砂
糖
の
強
引

な
取
立
て
、
証
文
を
燃
や
し
た
り
商
人
を
脅
し
た
り

し
て
の
借
金
の
踏
み
倒
し
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
が
、
物
産
の
開
発
、
産
業
の
振
興
と
い

っ
た
近
代
的
で
合
理
的
な
事
業
も
多
く
あ
っ
た
。
そ

の
一
つ
が
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
寒
天
工
場
の
経
営
で

あ
っ
た
。 

三
、
島
津
寒
天
工
場 

島
津
寒
天
工
場
は
、
高
城
郷
（
現
都
城
市
高
城
町
）

石
山
と
山
之
口
郷
（
現
都
城
市
山
之
口
町
）
永
野
の

二
か
所
に
設
け
ら
れ
、
明
治
初
め
頃
ま
で
操
業
が
行

わ
れ
て
い
た
。
高
城
郷
石
山
の
窯
跡
は
滅
失
し
て
し

ま
っ
て
い
た
が
、
山
之
口
郷
永
野
の
寒
天
工
場
跡
に

つ
い
て
は
、
竹
藪
に
埋
も
れ
て
い
た
窯
跡
の
発
掘
作

業
が
行
わ
れ
た
。
２
０
０
５
年
（
平
成
１
７
年
）
に

発
行
の
山
之
口
町
史
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

幕
末
の
こ
ろ
、
島
津
藩
の
財
政
困
窮
は
そ
の
極
み

に
達
し
て
い
た
。
時
の
家
老
・
調
所
笑
左
衛
門
広
郷

は
、
指
宿
の
豪
商
・
浜
崎
太
平
次
と
諮
り
、
財
政
再

建
策
と
し
て
こ
の
地
に
寒
天
製
造
工
場
を
設
け
た
。

最
盛
期
は
、
三
世
太
平
次
が
支
配
人
に
任
ぜ
ら
れ
た

安
政
元
年
（
１
８
５
４
年
）
か
ら
明
治
４
年
（
１
８

７
１
年
）
ご
ろ
ま
で
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

僻
遠
の
地
、
永
野
を
選
ん
だ
の
は
、
寒
天
製
造
に
適

し
た
自
然
条
件
を
備
え
て
い
た
と
と
も
に
、
島
津
家

狩
倉
で
も
あ
り
、
取
り
締
ま
り
の
厳
し
い
幕
府
役
人

の
目
を
避
け
る
た
め
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

原
料
の
テ
ン
グ
サ
は
、
甑
島
を
中
心
に
、
薩
摩
西

海
岸
か
ら
運
ば
れ
、
製
品
は
馬
で
福
山
港
に
運
び
、

さ
ら
に
大
阪
・
長
崎
に
運
ん
で
、
中
国
・
ロ
シ
ア
等

に
密
輸
し
て
い
た
。
ま
た
、
監
督
者
・
技
術
者
等
は
、

鹿
児
島
か
ら
派
遣
さ
れ
、
西
目
地
方
（
指
宿
・
伊
集

院
・
伊
作
等
）か
ら
の
出
稼
ぎ
者
８
０
人
く
ら
い
と
、

地
元
採
用
者
５
０
人
く
ら
い
を
合
わ
せ
た
従
業
員
数

約
１
２
０
～
１
３
０
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 
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昭
和
５
６
年
（
１
９
８
１
年
）
８
月
か
ら
の
発
掘

作
業
に
よ
り
、
現
在
で
は
９
基
の
窯
跡
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
窯
径
１
３
０
セ
ン
チ
、
高
さ
１
８
０
セ

ン
チ
。 

         

 

  

              

  

島津寒天工場跡の場所 

鹿倉と番所に囲まれた島津寒天工場 
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山之口郷永野の島津寒天工場跡全景（元々は茅葺だった） 

島津寒天工場跡の説明板 
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島津寒天工場の復元された窯 

テングサを煮る大釜 
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四
、
寒
天
工
場
経
営
の
斬
新
な
着
想 

寒
天
が
長
野
県
諏
訪
地
方
の
よ
う
に
寒
気
の
酷

し
い
中
部
高
原
地
帯
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
一
世
紀
半

の
昔
、
薩
摩
藩
が
暖
か
い
南
国
で
寒
天
を
つ
く
り
、

清
国
や
ロ
シ
ア
に
密
輸
し
て
い
る
な
ど
、
幕
府
は
考

え
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

南
国
は
寒
天
を
つ
く
る
自
然
条
件
に
は
恵
ま
れ

て
い
な
い
と
い
う
固
定
概
念
を
は
ね
の
け
、
薩
摩
藩

は
、冬
寒
さ
が
酷
し
く
、北
西
の
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
、

し
か
し
日
中
は
陽
光
が
輝
き
、
水
質
も
い
い
、
そ
ん

な
適
地
を
藩
直
轄
地
で
あ
る
高
城
郷
、
山
之
口
郷
に

見
つ
け
、寒
天
づ
く
り
を
実
行
に
移
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
、『
薩
摩
藩
の
寒
天
工
場
経
営
と
そ

の
遺
跡
の
保
存
顕
彰
に
つ
い
て
』（
宮
崎
県
地
方
史
研

究
紀
要
第
２
０
輯
）
の
著
者
で
あ
る
塩
水
流
忠
夫
氏

は
、
薩
摩
藩
再
建
へ
の
気
概
と
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
か
と
述
べ
、
寒
天
工
場
経
営
の
斬
新
な
着
想
に
つ

い
て
以
下
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（
１
）
寒
天
の
密
造
に
格
好
の
地 

中
世
か
ら
近
世
の
日
本
に
お
い
て
武
家
が
狩
猟

や
騎
射
の
場
と
し
て
管
理
し
た
山
野
の
こ
と
を
狩
倉

と
い
う
。
山
之
口
郷
永
野
の
寒
天
工
場
は
、
当
時
薩

摩
藩
が
そ
の
立
ち
入
り
を
厳
し
く
取
り
締
っ
て
い
た

３
つ
の
狩
倉
に
囲
ま
れ
て
い
た
。 

す
な
わ
ち
、
寒
天
工
場
は
、
東
方
の
山
之
口
狩
倉
、

北
方
の
批
把
狩
倉
、
南
方
の
里
場
狩
倉
に
囲
ま
れ
、

そ
の
間
を
有
水
川
が
流
れ
る
山
あ
い
の
地
に
設
け
ら

れ
て
い
た
。
し
か
も
、
有
水
川
が
流
れ
出
る
北
西
の

方
は
開
け
て
い
て
、
冬
北
西
の
季
節
風
が
こ
の
工
場

の
乾
燥
場
に
吹
き
込
ん
だ
。ま
た
北
西
に
あ
る
山
は
、

冬
の
日
暮
れ
を
早
く
し
、
そ
れ
だ
け
夜
の
気
温
を
下

げ
る
の
に
役
立
っ
た
。 

当
時
の
薩
摩
街
道
・
東
目
筋
は
、
鹿
児
島
城
下
か

ら
都
城
に
至
り
、
こ
こ
か
ら
二
つ
に
分
か
れ
た
。
一

つ
は
、
高
城
郷
を
経
て
去
川
の
関
所
を
通
り
、
高
岡

郷
に
出
る
い
わ
ゆ
る
薩
摩
街
道
で
あ
り
、
も
う
一
つ
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は
、
山
之
口
を
通
り
、
青
井
岳
を
越
え
て
飫
肥
藩
田

野
に
出
る
鹿
児
島
街
道
と
も
い
わ
れ
て
い
た
道
で
あ

っ
た
。 

領
外
へ
通
ず
る
こ
の
２
つ
の
街
道
に
は
、
境
目
番

所
や
辺
路
番
所
が
置
か
れ
、
厳
し
い
取
り
締
ま
り
が

行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
禁
制
の
一
向
宗
に
対
す

る
警
戒
と
と
も
に
、
藩
の
専
売
や
密
造
に
対
す
る
厳

戒
態
勢
の
た
め
の
対
策
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
山
之
口

麓
か
ら
寒
天
工
場
の
あ
る
永
野
に
通
ず
る
道
路
に
つ

い
て
は
、
通
道
掟
が
定
め
ら
れ
て
通
行
が
厳
し
く
取

り
締
ま
ら
れ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
寒
天
工
場
の
地
は
寒
天
製
造
に
適

し
た
自
然
環
境
を
備
え
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
他

国
者
を
寄
せ
付
け
な
い
厳
重
な
警
戒
網
の
中
に
造
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

（
２
）
薪
を
と
る
の
に
便
利
な
地 

テ
ン
グ
サ
を
た
く
釜
は
大
き
な
釜
で
、
山
之
口
郷

永
野
の
寒
天
工
場
だ
け
で
も
３
６
個
の
窯
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
に
要
し
た
薪
は
膨
大
な
量

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
地
は
、
膨
大
な
量
の
薪
を
集
め
る

に
も
格
好
の
地
で
あ
っ
た
。
寒
天
工
場
の
目
前
に
藩

の
狩
倉
山
が
連
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
立
入
禁

止
の
狩
倉
山
に
藩
の
許
可
を
も
ら
っ
た
地
元
の
百
姓

た
ち
が
薪
を
取
り
に
行
っ
た
に
違
い
な
い
。
地
元
の

百
姓
に
と
っ
て
、
農
閑
期
の
有
難
い
仕
事
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。 

（
３
）
出
稼
ぎ
の
受
入
れ
と
山
間
地
の
活
性
化 

薩
摩
藩
を
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
の
２
つ
の
地

域
に
分
け
て
、
前
者
を
西
目
、
後
者
を
東
目
と
も
呼

ん
だ
。 

寒
天
づ
く
り
に
直
接
た
ず
さ
わ
っ
た
従
業
員
は
、

高
城
郷
石
山
と
山
之
口
郷
永
野
の
両
方
の
工
場
で
合

わ
せ
て
３
０
０
名
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の

中
の
１
６
０
～
１
８
０
名
は
西
目
地
方
の
指
宿
・
伊

集
院
。
伊
作
等
か
ら
の
出
稼
ぎ
者
で
あ
っ
た
。
当
時
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の
西
目
地
方
は
耕
地
が
狭
く
生
産
性
が
低
く
、
領
民

の
暮
ら
し
は
貧
困
で
あ
っ
た
。
農
閑
期
の
１
６
０
～

１
８
０
名
の
出
稼
ぎ
の
受
入
れ
は
、
西
目
地
方
の
口

減
ら
し
に
も
役
立
っ
た
理
に
か
な
っ
た
や
り
方
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

甑
島
を
中
心
に
し
た
テ
ン
グ
サ
取
り
に
も
女
子

を
主
と
し
て
多
く
の
人
々
が
従
事
し
た
。
こ
れ
も
西

目
地
方
の
活
性
化
に
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

一
方
、
地
元
で
は
、
寒
天
草
選
び
を
中
心
と
し
た

仕
事
に
女
子
が
雇
用
さ
れ
た
。
そ
の
人
数
は
両
工
場

で
１
３
０
名
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
農
閑
期
の
仕
事
で
、
東
目
地
方
の
山
間
地
の

活
性
化
に
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

（
４
）
上
納
米
の
搬
出
と
テ
ン
グ
サ
の
搬
入 

高
城
・
山
之
口
・
三
股
等
か
ら
な
る
三
俣
院
一
千

町
歩
は
薩
摩
藩
の
ド
ル
箱
的
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
。

慶
長
１
９
年
（
１
６
１
４
年
）
都
城
領
主
北
郷
忠
能

が
こ
の
地
を
宗
藩
に
返
上
し
て
以
後
、
こ
の
地
で
産

し
た
米
は
、
上
納
米
と
し
て
福
山
に
運
ば
れ
、
船
で

鹿
児
島
や
上
方
方
面
へ
搬
出
さ
れ
た
。 

冬
季
の
米
の
搬
出
と
期
を
同
じ
く
し
て
寒
天
づ

く
り
が
始
ま
る
。
福
山
に
米
を
運
ぶ
馬
方
は
、
そ
う

重
く
な
い
寒
天
も
一
緒
に
馬
の
背
に
乗
せ
て
運
ん
だ

に
違
い
な
い
。
帰
り
は
テ
ン
グ
サ
や
福
山
特
産
の
酢

を
馬
の
背
に
し
て
帰
る
。
ま
こ
と
に
合
理
的
な
や
り

方
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

五
、
お
わ
り
に 

山
之
口
郷
、
高
城
郷
に
お
け
る
島
津
寒
天
工
場
は
、

南
国
薩
摩
で
寒
天
づ
く
り
と
い
う
、
一
般
の
意
表
を

つ
く
着
想
に
驚
か
さ
れ
、
幕
府
の
目
を
盗
ん
で
経
営

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
驚
か
さ
れ
て
興
味
深
い
。 

寒
天
が
薩
摩
藩
の
財
政
再
建
に
果
た
し
た
役
割

は
、
砂
糖
専
売
等
に
比
べ
れ
ば
微
々
た
る
も
の
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
砂
糖
専
売
等
が
琉
球

や
奄
美
等
の
農
民
を
苦
し
め
た
の
に
対
し
て
、
寒
天
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工
場
の
経
営
は
、西
目
地
方
や
庄
内
地
方
の
活
性
化
、

甑
島
や
福
山
の
産
業
振
興
に
も
役
立
ち
、
多
く
の

人
々
を
喜
ば
せ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
点
も
興
味
深

い
。 

 
 

（
元
九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校
教
授
） 

 

― 

補
遺 

― 

京
都
伏
見
の
旅
館
『
美
濃
屋
』
の
主
人
・
美
濃
太

郎
左
衛
門
が
、
客
に
ト
コ
ロ
テ
ン
を
饗
応
し
、
残
り

を
戸
外
に
放
置
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
客
が
、

実
は
、
参
勤
交
代
の
途
次
に
投
宿
し
た
薩
摩
藩
主
島

津
公（
何
代
か
は
不
祥
）だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
、

薩
摩
藩
と
寒
天
の
因
縁
が
感
じ
ら
れ
て
お
も
し
ろ
い
。 

日
本
で
発
明
さ
れ
た
寒
天
は
、
１
８
８
１
年
（
明

治
１
４
年
）、
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
が
寒
天
培
地
に
よ

る
細
菌
培
養
法
を
開
発
す
る
と
、
国
際
的
需
要
が
増

え
る
。
こ
の
た
め
、
第
二
次
大
戦
前
寒
天
は
日
本
の

重
要
な
輸
出
品
だ
っ
た
が
、第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、

戦
略
的
意
味
合
い
か
ら
輸
出
が
禁
止
さ
れ
た
。 

 

寒
天
の
供
給
を
絶
た
れ
た
諸
外
国
は
自
力
に
よ

る
寒
天
製
造
を
試
み
、
自
然
に
頼
ら
な
い
工
業
的
な

寒
天
製
造
法
が
開
発
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
粉
末
寒
天
で
、
日
本
で
も
１
９

７
０
年
（
昭
和
４
５
年
）
頃
に
は
製
造
会
社
が
３
５

社
に
ま
で
達
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
４
年
（
平
成

１
６
年
）
に
は
５
社
ほ
ど
に
激
減
。
諸
外
国
で
は
、

モ
ロ
ッ
コ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
チ
リ
や
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
寒
天
が
製
造
さ
れ
て
い
る
。 

 

 【
参
考
に
し
た
サ
イ
ト
及
び
図
書
】 

（
１
）
寒
天 

― 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

（
２
）
山
之
口
町
史
（
２
０
０
５
年
発
行
） 

（
３
）
塩
水
流
忠
夫
『
宮
崎
県
地
方
史
研
究
紀
要
第

二
十
輯
』
～
薩
摩
藩
の
寒
天
工
場
経
営
と
そ

の
遺
跡
の
保
存
顕
彰
に
つ
い
て
～ 

  


